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改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 土木部土木工事成績評定規程 土木部土木工事成績評定規程 土木部土木工事成績評定規程 土木部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程規程規程規程（趣旨） （目 的）第１条 この規程は、県土マネジメント部土木工事成績評定要領（平 第１条 本規程は、「土木部土木工事成績評定要領」により評定した成２年４月１日付け技第６号）により評定した結果（以下「評定点」 結果の通知に関する事項を定める。という。）の通知に関する事項を定める。（対象工事） （対象工事）第２条 評定点の通知の対象とする工事は、県土マネジメント部土木 第２条 工事成績評定点の通知の対象とする工事は、「土木部土木工 成績評定対象金額工事成績評定要領第２条に規定する工事（以下「対象工事」という。） 事成績評定要領」により評定した１件の当初設計金額５００万 の変更とする。 円以上の土木工事（以下「対象工事」という。）とする。（評定点の通知） （評定点の通知）第３条 本庁検査にあっては、技術管理課長は、評定者から県土マネ 第３条 本庁検査にあっては、技術管理課長は、評定者から土木部長ジメント部長へ評定書等の提出がなされた後、対象工事の受注者に へ評定書等の提出がなされた後、対象工事の請負者に評定点を 応急工事の成績評評定点を速やかに別記様式１により通知するものとする。ただし、 速やかに別記様式第１により通知するものとする。 定点通知書の追記自然災害発生時において、災害協定に基づき随意契約した工事並びに緊急維持業者及び特定業者と随意契約した工事（以下｢応急工事｣という。）については、別記様式２により通知するものとする。２ 機関検査にあっては、出先機関の長は、評定者から出先機関の長 ２ 機関検査にあっては、機関の長は、評定者から機関の長へ評定へ評定書等の提出がなされた後、対象工事の受注者に評定点を速や 書等の提出がなされた後、対象工事の請負者に評定点を速やかにかに別記様式１により通知するものとする。ただし、応急工事につ 別記様式第１により通知するものとする。いては、別記様式２により通知するものとする。（説明請求） （説明請求）第４条 前条の通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して15日 第４条 第３条の通知を受けた者は、通知を受けた日から起算して１（奈良県の休日を定める条例（平成元年３月奈良県条例第32号）第 ５日以内に書面により、技術管理課長または機関の長に評定点１条に規定する休日を含む。）以内に別記様式３により、技術管理 について説明を求めることができるものとする。課長又は出先機関の長に評定点について説明を求めることができるものとする。

県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考（説明請求に対する回答） （説明請求に対する回答）第５条 技術管理課長又は出先機関の長は、前条に規定する説明を求 第５条 技術管理課長または機関の長は、評定点の通知を受けた請負められた場合、速やかに別記様式４により回答するものとする。 者から評定点について説明を求められた場合、速やかに別記様式第２により回答するものとする。２ 技術管理課長又は出先機関の長は、前項の回答をする場合におい ２ 技術管理課長または機関の長は、前項の回答をする場合、必要ては、本庁契約の工事にあっては県土マネジメント部建設工事成績 に応じて建設工事成績評定委員会に意見を求めることができる。評定評価委員会設置要領（平成25年３月29日付け技第274号の７）、機関契約の工事にあっては県土マネジメント部出先機関建設工事成績評定評価委員会設置要領（平成25年３月29日付け技第274号の７） 統合のため追記に基づき、それぞれ設置された委員会での審議を経るものとする。（過去の工事の評定点の請求等）第６条 対象工事の受注者は、本庁検査にあっては技術管理課長、機関検査にあっては当該出先機関長に対し、過去の工事に係る評定点の通知を別記様式５により求めることができるものとする。２ 技術管理課長又は出先機関の長は、前項の規定による請求を受けた場合においては、速やかに別記様式６により評定点を通知するものとする。ただし、当該対象工事の土木工事検査(成績評定)書が所定の文書保存期間を経過している場合等においては、その旨を通知するものとする。附 則 附則 この規程は、平成２２年４月１日以降に検査を実施する工事この規程は、平成22年４月１日から施行する。 から適用する。附 則この規程は、平成25年４月１日から施行する。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考土木部建設工事成績評定土木部建設工事成績評定土木部建設工事成績評定土木部建設工事成績評定のののの請求請求請求請求にににに関関関関するするするする規程規程規程規程 廃止第１条 この規程は、奈良県土木部が発注する土木工事に係る工事竣工検査(成績評定)書の評定の請求に関する事項を定めることにより、土木工事の適正かつ能率的な施工を確保し、公平性と技術水準の向上に資するとともに、その品質の確保を図ることを目的とする。（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統合のため廃止する。） 第２条 成績評定点の請求の対象となる工事は、奈良県土木部が発注する工事で当初設計額が一件５００万円以上のもの（以下「対象工事」という。）とする。第３条 土木部長又は土木部出先機関の長は、対象工事の請負者（以下「請求者」という。)から工事成績について書面（様式１）により請求があったときは、請求者に対して、当該工事に係る成績評定点合計を書面（様式２）により速やかに通知するものとする。第４条 請求者は、前第３条による通知を受けた成績評定点合計に疑義がある場合は、通知を受けた日から起算して１５日以内（休日を含む。）に、土木部長又は出先機関長に対し、疑義申し立てを書面（様式３）により求めることができる。第５条 請求者より、疑義申し立てがあったときは、建設工事成績評定評価委員会（以下「委員会」という。）に諮り、本課執行工事の場合においては別紙１の土木部建設工事成績評定評価委員会設置要綱、出先機関執行工事の場合においては別紙２の土木部出先機関建設工事成績評定評価委員会設置要綱に基づきそれぞれ設置された委員会で審議するものとする。第６ 土木部長又は土木部出先機関の長は、前第５条により審査した結果を、書面（様式４）により速やかに回答するものとする。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考附 則 廃止（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統 この規定は、平成９年７月１日から適用する。合のため廃止する。） この一部改正による規程は、平成１０年 ４月１日から適用する。この一部改正による規程は、平成１１年 ４月１日から適用する。この一部改正による規程は、平成１２年１１月１日から適用する。この一部改正による規程は、平成１５年 ４月１日から適用する。この一部改正による規程は、平成２２年 ４月１日から適用する。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考(別紙１)県土マネジメント部建設工事成績評定評価委員会設置要領 土木部建設工事成績評定評価委員会設置要綱(設置) (趣旨)第１条 奈良県県土マネジメント部の土木工事及び建築工事の成績評 第１条 この要綱は、奈良県土木部に設置する建設工事成績評定評価定に関する事項を審議するため、県土マネジメント部建設工事成績 委員会（以下「委員会」という。）の設置等に関して必要な事評定評価委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 項を定める。(所掌事務) (委員会の事務)第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 第２条 委員会は、「土木部土木工事成績評定要領」及び「土木部建(1) 土木工事及び建築工事の成績評定の公平性及び客観性に関する 築工事評定要領」等に基づく工事竣工検査(成績評定)書等の評全般的な事項 定について、次の事項を審議する。(2) 県土マネジメント部土木工事検査要領（平成２年４月１日付け (1) 工事成績評価評定の公平性・客観性に関する事項技第５号）第２条第５号に規定する本庁検査又は県土マネジメン (2) 本庁検査にかかる評定点についての請負者からの説明請求ト部建築工事検査要領（平成２年４月１日付け技第５号）第４条 への対応に関する事項第１項第１号に規定する技術管理課検査（以下｢本庁検査等｣）と (3) その他、工事成績評定要領の運用に関するこという。）による工事竣工検査(成績評定)書の評定に関し、受注者からの説明の請求があった場合の対応に関すること。(3) 前２号に掲げるもののほか、本庁検査等に関する県土マネジメント部土木工事成績評定要領（平成２年４月１日付け技第６号）及び県土マネジメント部建築工事成績評定要領（平成８年12月18日付け技第69号）の運用に関すること。(組織) (委員会の委員及び組織)第３条 委員会は、次に掲げる委員で組織する。 第３条 委員会は、次の者で構成する。(1) 県土マネジメント部次長（技術担当） (1) 土木部次長（技術担当）(2) まちづくり推進局次長 (2) まちづくり推進局次長(3) 県土マネジメント部次長（総務担当） (3) 土木部次長（総務担当）(4) 県土マネジメント部企画管理室長 (4) 総務室長、技術管理課長、公共工事契約課長(5) 技術管理課長 (5) 道路建設課長、河川課長 ‥‥‥ 土木工事の場合(6) 公共工事契約課長 住宅課長、営繕課長 ‥‥‥ 建築工事の場合(7) 事業を担当する課の長 (6) 関係課長 ‥‥‥ 該当工事の担当課(8) 前各号に掲げる者のほか、関係する課の長のうち、委員長が必要と認めるもの
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考２ 委員長は、県土マネジメント部次長(技術担当)をもって充てる。 ２ 委員長は、土木部次長(技術担当)とする。３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。４ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員が ３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員、その職務を代理する。 がその職務を代理する。(会議) (委員会の招集)第４条 委員会の会議は、第２条第２号の説明の請求があった場合そ 第４条 委員会は、委員長が必要と認めたときに、委員長が召集する。の他委員長が必要と認める場合に、委員長が招集する。(委員以外の者の出席)第５条 委員長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席 ２ 委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者の席を求め、その意見を聴くことができる。 を求めることができる。(庶務) (委員会の庶務)第６条 委員会の庶務は、県土マネジメント部技術管理課において処 第５条 委員会の庶務は、技術管理課が行う。理する。附 則この要領は、平成 25年４月１日から施行する。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考(別紙２)県土マネジメント部出先機関建設工事成績評定評価委員会設置要領 土木部出先機関建設工事成績評定評価委員会設置要綱(設置) (趣旨)第１条 奈良県県土マネジメント部出先機関の土木工事及び建築工事 第１条 この要綱は、奈良県土木部の出先機関に設置する建設工事成の成績評定に関する事項を審議するため、県土マネジメント部出先 績評定評価委員会(以下「委員会」という。)の設置等に関して機関建設工事成績評定評価委員会（以下「委員会」という。）を別 必要な事項を定める。表の左欄に掲げる出先機関に設置する。 (委員会の事務)(所掌事務) 第２ 委員会は、土木部土木工事成績評定要領及び土木部建築工事評第２条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 定要領に基づく工事竣工検査(成績評定)書の評定について、次の(1) 県土マネジメント部土木工事検査要領（平成２年４月１日付け 事項を審議する。技第５号）第２条第８号に規定する機関検査又は県土マネジメント (1) 工事成績評価評定の公平性・客観性に関する事項部建築工事検査要領（平成２年４月１日付け技第５号）第４条第２ (2) 機関検査にかかる評定点についての請負者からの説明請求号の規定による検査（以下｢機関検査等｣）という。）による工事竣 への対応に関する事項工検査(成績評定)書の評定に関し、受注者からの説明の請求があっ (3) その他、土木部建設工事成績評定要領の運用に係る事項た場合の対応に関すること。(2) 前号に掲げるもののほか、機関検査等に関する県土マネジメント部土木工事成績評定要領（平成２年４月１日付け技第６号）及び県土マネジメント部建築工事成績評定要領（平成８年12月18日付け技第69号）の運用に関すること。(組織) (委員会の委員及び組織)第３条 委員会は、別表の左欄に掲げる出先機関の区分に応じ、それ 第３ 委員会は、次の者で構成する。ぞれ同表の右欄に掲げる委員で組織する。 (1) 所長２ 委員長は、所長又は館長をもって充てる。 (2) 次長(技術担当)又は主幹３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 (3) 庶務又は総務課長４ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員 (4) 計画調整課長又は担当課長が、その職務を代理する。 ２ 委員長は、所長とする。３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長が指名する委員がその職務を代理する。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考(会議) (委員会の招集)第４条 委員会の会議は、第２条第１号の説明の請求があった場合そ 第４ 委員会は、委員長が必要と認めたときに、委員長が召集する。の他委員長が必要と認める場合に、委員長が招集する。(委員以外の者の出席)第５条 委員長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席 ２ 委員長は、必要があると認めたときは、委員以外の者の出席をを求め、その意見を聴くことができる。 求めることができる。(庶務) (委員会の庶務)第６条 委員会の庶務は、当該出先機関の庶務を担当する課において 第５ 委員会の庶務は、庶務課が行う。処理する。(報告)第７条 委員長は、委員会の会議の結果を、速やかに技術管理課長に報告するものとする。附 則この要領は、平成 25年４月１日から施行する。
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考
別表（第１条、第３条関係）出先機関 委 員奈良県奈良土木事務所奈良県郡山土木事務所 ア 所長奈良県高田土木事務所 イ 次長奈良県桜井土木事務所 ウ 主幹奈良県宇陀土木事務所 エ 庶務課長奈良県吉野土木事務所 オ 計画調整課長奈良県五条土木事務所 カ 事業を担当する課の長奈良県流域下水道センター ア 所長イ 総務課長ウ 業務課長馬見丘陵公園館 ア 館長イ 副館長ウ 花いっぱい推進課長
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統合 廃止のため廃止する。）
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統合 廃止のため廃止する。）
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統合 廃止のため廃止する。）
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考（県土マネジメント部土木工事成績評定の通知に関する規程に統合 廃止のため廃止する。）
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県土県土県土県土マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定部土木工事成績評定のののの通知通知通知通知にににに関関関関するするするする規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表規程 新旧対照表改正改正改正改正（（（（平成平成平成平成25252525年年年年4444月月月月）））） 現行現行現行現行（（（（平成平成平成平成22222222年年年年4444月月月月）））） 備考備考備考備考


